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時間や空間の経過に伴い変動する観測値・測定値を関数として捉え, その集合から有効に

情報を抽出する関数データ解析は, 近年の複雑な構造を有する高次元データから情報を効率

的に抽出し解析できる手法として注目されつつある（Ramsay and Silverman 2005, Gellar 

et al. 2015）. 本研究では，時間や空間の変動に伴い観測される高次元データを関数データ

として捉え, その変数を含む変数間の機序を明らかにするための関数データに基づく構造方

程式モデリングを提案する.  

関数データ構造方程式モデルはこれまで, 例えば Mediator analysis の解法の１つとして

(Lindquist 2012), 又は複数の因子からの関数データ共変量への影響の大きさをそれぞれ切

り離して捉えるための方法として(Luo et al. 2019) 提案されてきた. 一方で, 本研究で考

慮する関数データは, 実際には離散点で観測された高次元データであるため, 関数化には正

則化特異値分解を用いた基底展開法を考える(Araki et al. 2019). また, 本研究で考慮す

る構造は複数の個体の背景因子と検診での検査値を含む多数の共変量間の機序に関数データ

が含まれる場合であり, モデルのパラメータの安定した推定やモデルの評価法にも工夫が必

要となる. 

提案モデルは, 近赤外線 や fMRIデータ, MRI画像データなどの高次元データを含む変数

間の機序の解明に有用な方法の１つであると考えられる. 当日は, 提案したモデルを数値実

験により検証した結果と, ある疾病の有無と検診測定値, 身体行動の評価値, 日常生活の行

動スコアと高次元 MRIデータからなる実データへ適用した結果について報告する. 
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